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２００９年５月１２日 

コベルコ建機株式会社 

 

コベルコ建機 ２００９年３月期 決算概要 
 

【２００８年度の概況】 

国内の建設機械市場は、上期から公共工事や住宅関連工事、民間設備投資や中古車輸出などが

低調に推移してきましたが、下期に入り、状況は急激に悪化しました。８月を境にドル、ユーロとも急速

に円高傾向を強め、中古車輸出が滞り始めました。それに伴い新車への買い替え需要も一段と停滞し

ました。更に米国発の金融不安が世界中に伝播し、新車販売、中古車販売とも激減しました。 
 
海外の建設機械市場においては、上期までは米国、欧州を除き、新興国、アジア各国等で堅調に推

移しましたが、下期に入り金融不安による経済の停滞が世界中に蔓延し、好調だった新興国、東南ア

ジア、中国なども需要が急落しました。 
 
コベルコ建機グループは、急激に事業環境が変化する中、緊急対策を実施してまいりました。 
膨れ上がった在庫と仕掛品を削減する為、昨年１０月から、いち早く在庫調整に着手し始めると共に、

大型設備投資を凍結するなど緊急対策を実施しました。原材料費が高止まり傾向にある中、コストダ

ウン、生産効率向上、販売価格の引き上げ・改善などにも取り組みました。しかし、急激な経営環境の

変化を吸収出来るまでには至りませんでした。 
一方で、将来にわたって競争力のある建設機械事業を構築していく為の布石については、着実に行

なってまいりました。昨年６月に着手した中国四川省成都の移転工事も、予定通り順調に工事を進め

ています。本年３月には、将来の工場移転地として広島港五日市地区の土地約 10 ｈ a を購入すること

に関して、広島県議会のご承認を頂き、正式契約を致しました。大型設備投資は凍結している為、移

転は先の事となりますが、世界のマザー工場としての競争力を強固なものにする布石は打つことが出

来ました。 

 

新製品の開発においては、排ガス第３次規制に対応し、かつ大幅な燃費低減を達成した最新モデ

ルは世界各国のマーケットで高く評価されており、コベルコ製の低燃費・高性能という特長が徐々に認

知されてきました。 

顧客ニーズにきめ細かく対応し、中小型製品中心にモデルチェンジ、メニュー強化を行ないました。

昨年１０月には、油圧ショベル ACERA GEOSPEC（アセラ ジオスペック）７ t クラスおよび１３ t クラス

で、低燃費・低騒音の機能を有する事が評価され、２００８年度「グッドデザイン賞」を受賞いたしました。 

 

 これらの結果、２００９年３月期（２００８年４月～２００９年３月）の業績は、以下の通りとなりました。 

 
＜２００８年度通期の実績＞                   ｛単位：百万円、（ ）内は前年度比｝ 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

当期（２００８年度） 
 

２６０,３５２
（▲７．６％）

１,５９３
（▲８８．９％）

▲３,８２９ 
－   

▲１６,８３８
－  

 

連 結 
前期（２００７年度） ２８１,７５１ １４,４２０ １５,５８７ ７,７５４

 

連結の売上高は、国内事業が１，０３４億円（前年度比 ▲１１．２％）、 海外事業が１，５６９億円（前

年度比 ▲５．１％）、連結売上高の海外比率は ６０．３％となり、前期に引き続き、連結で海外の売

上比率が増加しました。  
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【２００８年度の事業別状況】 

 

■ 国内事業 

 

国内向けでは、公共工事が引き続き低調に推移し、下期に入ってからは比較的堅調だった民間設

備投資も縮小し、市場全体が急激に悪化しました。また世界市場の冷え込み、円高の影響も相まって

中古車輸出が鈍化し、加えて新規投資への手控え感が広まり新車更新需要が大きく減少しました。 

厳しい環境ではありましたが、価格改善の努力を継続しつつ、排ガス規制対応の低騒音機種を市場に投

入し、中小型機で商品ラインナップを強化する等、商品の差別化に努めました。具体的にはミニショベル「Ｓ

Ｋ３０UR」、「ＳＫ７５UR」など、超小旋回機シリーズに加え、後方小旋回油圧ショベル「ＳＫ７５SR＋」を上市
し、１３ｔクラスに続き商品メニューを強化しました。 
これらの結果、通期で大幅に販売台数が減少したものの、上期の生産能力の不足からくる受注残を下期

に持ち越した事もあり、下期の落ち込みは業界水準よりなだらかに推移しました。 
 

■ 中国事業 

 
ここ数年間、右肩上がりの需要が続いてきた中国ですが、世界中を覆い込んだ金融危機は、中国に

も影響を及ぼし、年度後半には急速に需要が冷え込みました。総需要は、２００８年１月から９月まで

は、各月とも前年実績を上回る伸びがあった為、通年では前年比１２％弱の伸びを示しましたが、後半

３ヶ月は、前年同期比４割弱の総需要の落ち込みがありました。 
コベルコ建機グループも、昨年１０月以降３ヶ月は減少幅は小さかったものの販売台数では前年同

期比マイナスとなりました。２００８年通年では前・中盤の好調をうけ、また四川大地震の復興地に立地

していることもあり、販売台数は前年度比プラスとなりました。 
中国政府が昨年１１月に世界中で最も早く、４兆元の公共事業による景気回復策を打ち出した事、

また迅速に金融緩和策を実施し資金の流動性を高めた事もあり、２００９年度は、徐々にその効果が

出てきて、建機需要は底割れする事無く、軟着陸に向かう事を期待しています。 
成都工場の移転工事も、昨年６月の起工式以降順調に工事が進んでいます。中国市場は既に世界

最大の建機市場に成長していますが、中長期的には更に継続して需要が拡大していく事が期待され

ており、将来を見据えた対応にも万全を期して臨んでいます。 
 

 

■ 海外事業（中国事業を除く） 

 

海外においてはＣＮＨとのグローバルアライアンスに基づき、①当社の主担当地域であるＡＰＡＣエリ

アを中心とした事業展開、②欧米におけるＣＮＨとの合弁事業の連携・強化、に取り組みました。 

ＡＰＡＣエリアのうち、東南アジア地域においては、今まで順調に成長してきましたが、世界的金融危

機の影響を受け、需要はあるもののファイナンスが付かず、商談が成約しない状況に陥り、急速に販

売が減少しました。原油価格急落の影響から代替エネルギー開発関連の需要にも影を落としました。 

タイに新設した油圧ショベル一貫生産工場（『Thai Kobelco Construction Machinery Ltd.』（タイ 

コベルコ コンストラクション マシナリー)の第二工場）は、慣らし運転をしながら、昨年後半より本格生

産を開始する予定でしたが、現下の状況下、市場が回復するまで本格的な生産開始は先送りせざる

を得ない状況となりました。 

 

ＣＮＨの担当エリアである、米国は年度当初から低調に推移し、一方、前半まで堅調だった欧州は、

年度後半から、全域で急速に市場が縮小しました。欧州全域で金融不安だけでなく、実体経済が大幅

に停滞しており、厳しい状況になりました。 

比較的順調に成長してきたロシアや中東など新興国市場も原油価格の急落、金融危機の影響を受

け、市場は急速に縮小しました。  
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【 ２００９年度の見通しと課題 】 

 

２００９年度は、世界各国で行なわれている経済対策、金融対策の効果が徐々に現れてくると期待し

ていますが、急回復は望めず、建設機械需要は低水準で推移すると想定しています。 

中国市場においては、４兆元の公共投資効果が徐々に現れつつあり、大崩れする不安が低下し底

堅く推移すると想定していますが、機械の稼働率が比較的低水準に留まっている事から、今後の動向

に今しばらく注視していく必要が有ります。中国市場は世界中の市場で需要が急減している中、継続

的な成長を期待できる重要な地域であり、益々その重要性は大きくなってきています。現在、需要が低

迷している東南アジア諸国やインドなども、金融不安による金融収縮の影響が低下すれば、比較的堅

調なGDPに見合った需要の回復が期待出来る事から、アジア全体の安定的な成長を期待しています。 

 

北米市場は、住宅投資の回復が来年にずれ込む可能性が強く、引き続き低調に推移すると思われ

ます。欧州市場は米国以上に金融と実体経済が疲弊しており、回復には今少し時間がかかると予想し

ています。中長期的にインフラ整備や資源開発などで需要の拡大が期待されるＢＲＩＣｓなど新興国市

場は、今後も成長が期待されるものの、２００９年度の世界の建機需要は、低水準で推移すると見込ま

れます。 

 

世界的に需要が減少する中、コベルコ建機では、製造業の原点に立ち帰って、「ものづくり力」を強

化してまいります。品質向上に加え、生産性３０％向上活動、取引先と一体となった原価低減（ＶＥ）活

動などを通じてコストダウンを地道に展開してまいります。営業面では、国内２販社体制への統合効果

を追及するとともに、成長マーケット、とりわけ中国、アジア地域、新興国マーケットをグローバルな視

点で再構築してまいります。 

 

コベルコ建機グループにおいては、本年３月で前中期経営計画（２００６～２００８年度）が最終年度

となり、本来ですと新たな中期計画をスタートさせる年度となりますが、先ずは、百年に一度といわれる

金融危機、経済危機の状況への対応に集中し、中長期的な世界のマーケットの展望を見据えられるよ

うになった段階で、改めて中期計画に取り組む事としました。 

 

 

＜２００９年度通期の見通し＞  

             ｛単位：百万円、 （ ）内は前年度比｝ 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

連 結 ２２４，８００ 
（▲１３．７％） 

５,９００
（＋２７０．４％）

４,９００
（―）  

２,３００ 
（―）   

 ２００９年度における為替レート前提： １米ドル=９０円、１ユーロ=１２２円 
＊上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。 

      実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。 

 

以上 

■会社概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

        

社 名 コベルコ建機株式会社 

英 社 名 KOBELCO CONSTRUCTION MACHINERY CO., LTD. 

創 立 １９９９年１０月１日 

本 社所在地 東京本社：東京都品川区東五反田２-１７-１  （代表ＴＥＬ：03-5789-2111） 

資 本 金 １６０億円  ㈱神戸製鋼所 ８０％、ＣＮＨグループ ２０％ 

代 表取締役 小谷 重遠（こたに しげとお） 

事 業 内 容 建設機械、運搬機械の製造、販売並びにサービス 

ホームページ http://www.kobelco-kenki.co.jp 



平成２１年 ５月 １２日

平成２１年３月期　　決算業績概要

会 社 名 コベルコ建機株式会社
代 表 者 小谷　重遠

問合せ先責任者 三木　健　 TEL：　03（5789）2111　　　

決算取締役会開催日

親 会 社 名

１．平成２１年３月期の連結業績（平成２０年４月１日～平成２１年３月３１日）

（１）連結経営成績

（２）連結財政状態

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．平成２２年３月期の業績予想(平成２１年４月１日～平成２２年３月３１日）

　

CNH Global N.V.　   (当社株式の保有比率：20％)

株式会社 神戸製鋼所 (当社株式の保有比率：80％)

代 表 取 締 役 社 長

理事 企画管理部長
平成２１年 ５月１１日

円　　銭 ％ ％ ％

２１年３月期 △ 52  61 △ 50.8 △ 1.7 0.6
２０年３月期 24  23 13.4 6.7 5.1

総 資 産
経 常 利 益 率

自 己 資 本
当 期 純 利 益 率

一 株 当 た り
当 期 純 利 益

売 上 高
営 業 利 益 率

百万円 百万円 百万円 百万円

２１年３月期 △ 23,768 △ 3,901 29,294 18,668
２０年３月期 7,334 △ 13,744 4,410 20,880

営 業 活 動 に よ る
キャッシュ・フロー

投 資 活 動 に よ る
キャッシュ・フロー

財 務 活 動 に よ る
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期 末 残 高

百万円　 百万円　 百万円　 百万円　

連結（通期） 224,800 5,900 4,900 2,300

売 上 高 営業利益 経常利益  当期純利益

百万円　 百万円　 百万円　 百万円　

２１年３月期 260,352 1,593 △ 3,829 △ 16,838
２０年３月期 281,751 14,420 15,587 7,754

 当期純利益売上高 営業利益 経常利益

百万円 百万円 ％ 円　　銭

２１年３月期 215,773 37,973 15.3 118  66
２０年３月期 232,340 63,026 24.7 196  95

自己資本比率
一 株 当 た り
純 資 産

総資産 純資産

*上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。
 実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。
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